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議

1犠 より
0臨時学校運営委員会の報告

2.学校経営の基本方針承認
3委員より

0給食ボランティアについて
4.自論
5.幡販 より

・7鋼の縦

程原、土屋、芝崎、田中
椿、増ホt稲井、柴田
田村、杉出、大湊、鶴岡

オブザーバー
井上健 (前委員長)

枷 どり(学廃議詢―ディネーター)
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４
月
１５
日
、
校
長
室
に
て

第
１
回
学
校
運
営
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
杉
山
校
長
よ
り

「４

月
１
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
学
校
運

営
委
員
会
で
、
委
員
の
互
選
に
よ

り
、
程
原
剛
委
員
が
委
員
長
と
し

て
承
認
さ
れ
た
」
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
２６
年
度
の
学
校

経
営
の
基
本
方
針
が
学
校
運
営
委

員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
杉
山
校
長
か
ら

「今
年

度
は

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進

校
』
と
し
て
、
各
学
年
ご
と
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
学
習
や
体

力
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」
な
ど

の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
増
本
委
員
か
ら

「明
日

（４
月
１６
日
）
か
ら
始
ま
る

『給

食
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
、

６５

名
の
保
護
者
か
ら
の
応
募
が
あ
っ

た
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
出
席
者
の
自
己
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
お
招
き
し
た
前
委
員
長
の
井
上

先
生
に
７
年
間
の
活
動
を
総
括
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「給
田
小

の
学
校
運
営
委
員
会
が
こ
れ
ま
で

大
事
に
育
ん
で
き
た

【ビ
ジ
ョ
ン
】

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
以
前
と
同

じ
よ
う
な
活
動
で
あ
っ
て
も
、
関

わ
る
人
の
意
識
や
視
点
が
深
ま
る

こ
と
で
地
域
運
営
学
校
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
に
な
り
得
る
こ
と
、
直

接
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け

が
学
校
支
援
活
動
や

【参
画
】
で

は
な
い
こ
と
、
保
護
者
や
地
域
住

民
、
そ
し
て
、
教
員
の
感
性
や
ア

イ
デ
ィ
ア
が
活
性
さ
れ
る
と
、
思
っ

て
も
み
な
か

っ
た
新
し
い
展
開
や

豊
か
な
教
育
活
動
が
生
ま
れ
る
こ

と
、
な
ど
を
、
ぜ
ひ
受

け
継
い
で
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も

『対
話
し

な
が
ら
物
事
を
考
え
る

こ
と
』
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
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委員長 程原岡」

学校運営委員

(保護音:前 P tt A会局

剛 :前給田町青穂会会長)
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1年間、どうぞよろしくお願いいたします。
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晨婁万   諄L
どうぞよろしくお願いいたします。

前任の井上委員長には9年間というに
長きにわたり給田小学校にご尽力いた

だき感謝しております。それとともに

井上委員長が掲げた3つのビジョンを
|

大切に継承し活動してまいりたいと考

えております。

先日1週間を力ヽ ナ、新1生離晰クラスの子どもたち全員

と給食を一緒に食べ、楽しい時間を過ごさせていただ

きました。その光景の中に、ちょつと緊張して不安そ

うなのです力ヽ とつても楽しそうな給食ボランティア

のお母さんたちの姿がありました。

きつと初めての給田小学校と、子どもたちへの関わ

りだったのではないでしょうハ このお母さんの体験

こそ力ヽ 他校では味わえない給田小の地域運営学校の

原点だと思いました。
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